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先生の御研究は休むことなくつづき，ことに数年前から，かつてのずーターを整理して貴重な論文

だされたO その整理をことのほか楽しんでしておられたO その御姿もありありと思い出さ

れる O それが晩年の整理のようになったことは皮肉である O しかも未整理のものも少なくないらしし、こ

れらの完遂を期待して居られたことを思いあわせると s 御気の毒にたえなし、。学問的研究のほかに随

を楽しまれたことは皆よく知っている O その随筆集を発刊する御計画も拝聴しているし F 船の

の出版計画もうかがっていた。先生御自身の手でこれらが完遂されなかったのは残念であら

れただろう O 写真に熱中されて雲も大分撮影されたO 近郊を散策されてスケッチを描かれたこともあ

ったし，スケッチの描き方の本をわざわざ見せて下さったこともあったO 先生程多趣味の方は少ない

ように思われたし 3 何をされても人一倍夢中になって楽しんで居られたO そこに先生の先牛ムらしさが

あったO 座談も人一倍御すきだったO 書物を多読されるだけあって話題は豊富だった O 時には我々を

はじめ学生を相手に面白い話をされたO その御話にはいつも先生の独特の人生観がひそんでいたO

をおおくりした後の教室はデ望月先生なきあとをついでの第二回自の変革期におそわれた O こ

の変革は両先牛の風務の然、らしめる結果として p 我々には大きいショックである O 余りにも第一回目

の変革につづいてはやくおこりすぎた O 我々のうけるショック以上に号奥様はじめ御家族一向には更

にさらに御悲嘆の極みであることを忘れることができなし ¥0 我々地学教室は先生によってその基礎が

かためられ，将来への軌道はひかれたO その御遺業をうけてきドい我々はそれにそって安全に運転をつ

づけてゆけばよし ¥0 先生の御苦労に甘んじて我々はたどるべき将来のみちをはっきりふみしめるであ

ろう O 先生の御高徳に浴した我々は?必ずや御厚恩にむくゆる努力をするであろう O これが先生と御

家族に対して我々のなし得る最善のみちでなくてはならなし ¥0 (静岡大教育学部)

佐々倉先 を偲ぶ、

山崎 誠

41年 i月 713佐々倉先生の突然、の御逝去は気象の勉強を志す私たちにとって，学問の指導者と同

時に心の支えを失った暗い日であった O もう小刻みにこつこつと く歩まれた先生にお会い出来な

いとは今でも信じがたいのは私だけだろうか。

私にとって先生は慈父であち，頑毘親父でもあった O 静岡大学にはいち補導教官として御指導をお

願し 1 し 4年生になり卒業論文の御指導をいただいたので時々先生のお宅に伺ったO 先生は大きな平

机の前に和服姿で端産され
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f僕はこの方が好きだから p 君は楽にしたまえo J 

と私の気をほぐされてから伯々 さるのが常だった。杭の上には硯，筆が置かれちょっと

が連想される部患のたたずまいで 2 々の随筆をはじめ和歌などをたしなまれ 2 私もそ

のいくつかをいただいてある O

叉 p 手紙類がきちんと二つに分けられているので不審に ってぶしつけに

りをもらって

したところ

i 1つは返事をした分で iつはま

礼なことはないからね。 J

出してないのだよ O を蕎かないことほど失

との返事であった。多分受取られた

ろう O 手紙はいつも毛筆であったO

ある正月，寮にいると，正月を

ちについて心すすむ折り折りに

さ良きものを格高く保たれた

にやろうと御招待下さった。

f僕は漉はだめだからこちらでやるよ O 君は大いにやりたまえo j 

をこめて筆を れたのだ

であったO

ブドウ浩のグラスを口に遥ばれ，私だけ瀦をいただいたO グ何もないけど iつ ρ と嬰さんは次から

次へと料理を運んでこられ，大きな杭も料理でいっぱいになってしまったO 格別なおいしさ

しにいただく私に

「家内は時々料理の教授に行くことがあるんだよ o J 

と先生は誇らしげに料理の説明などなさったO いつも明るい量平和な，なごやかな御家庭であった。

大きなマスクをしておいでになった先生も印象深し ¥0 先生は人一能健康に気を配られ，薬をよくお

持ちになった姿に幾度となく接している O かつて望月勝海先生を悼む会で

f先生 2 おからだは是非大切になさって下さし ¥0 J 

といったところ

f君，私が死ぬと思うかね，大丈夫だよ o J 

と良信あり気だ、ったO それも常におからだに された先生の自信過剰であったのだろうか。それと

も病魔はより以上に巧妙に先生を蝕ばんだのだろうか。

こう思い出をたどってくると，静岡地学会例会で富士山測候所長の藤村先生を迎えて愉快げに談笑

されていた先生が p どうしてお目にかかる最後の先生のお姿と思えただろうか。

私の胸には就職の報告に伺った時

「君の本当の勉強はこれからの筈だよ o J 

とおっしゃった先生のお言葉がいまもなお生きている O そしていまの私は暗夜に燈火を見失った感が

してただただ悲亥の極みであるo (富士宮四中)


